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１。はじめに。
　バスのなかで、高校生の女の子が２人、＜きょ
う、＜ハニーズ＞へいこう＞、といっている。ガー
ルズトークといえば、そうなのだが、ファッショ
ンには、一般の美術、芸術領域とはちがう、＜肌
身についたモノ＞の感覚があり、街のなかにあふ
れる＜視線＞におわれる。そのなかで、きょうも、
彼女らは衣類への挑戦をこころみる。
　ファッションに関する理論については、いくつ
も、提案されてきた。ここでは、ごく基本的な理
論として、＜ファッションは、ハダを、切りとる（き
る）＞ものだ、という視点と、＜ハダを拡張する
（のばす）＞ものだ、というかんがえかたを、みて
みよう。そして、そのうえで、現在、日本のファッ
ションの代表（の１つ）といわれる＜ゴスロリ・
ファッション＞について瞥見しよう。
２。＜きること＞、象徴的切断。
　ファッションに関係した理論（あるいはファッ
ションの哲学）といわれるものは、複数、存在し
ている。すでにある、体系的な理論を援用してい
るばあいも、（当然）ある。たとえば、ファッショ
ンを言語記号になぞらえるもの。本邦では、鷲田
清一先生が１人の代表者であられ、所説はひろく
うけいれられている。
　一部の識者のみかたでは、ファッションに関す
る理論はおおきく２つにわかれ、鷲田氏の議論、
そして、マクルーハンのメディア理論に接続した
もの、である、とされる。
　本節では、この２つの議論タイプのちがい、と
いうみかたに、みちびかれて、話しをすすめてい
く。（論者の方向は単純な記号図式にあり、そう
した理解のもとに、両タイプを提示する。したがっ
て、理解の細部、適用については、本来的でない
かもしれない。）
　氏の議論における、基本的なみかたは、＜ファッ
ションは＜象徴的切断＞だ＞というものである。
あるいは、＜ファッションとは＜身体を象徴的に
切断する＞ものだ＞と表現される。
　＜身体を象徴的に切断する＞こととは典型的
に、次の例で説明される。＜ルージュをひいたり、
アイシャドーを塗ったりすることは、唇なり目な
りを、身体の他の部分から＜切り取って＞見せる
行為＞だと、される。
　このルージュや、アイシャドーのばあい、それ
は、直接、ハダに色や図柄が、えがかれる。（そ
の下に、また下塗りが、あるのは、やや無視。）
　これに対し、服のばあい、下着に上着がかさな
る。一部、両方の服が外にかさなりながら、境界
線をつくる。が、ズボンとシャツは、かさなるの
はごく一部で、そとに、お互い境界の線がはっき
りできる。こうした境界線も、いわば体に＜分割
によってえがかれた図柄＞をなしている。
　こうした分割された図柄は、本来の身体を＜切
断＞している、とみるのである。＜切断＞された
ものは、もともとの身体を＜切断＞という加工を
し、身体の自然性から、じぶんをひきはなしてし
まう。したがって、大変＜暴力的＞なものといえ
る、とする。ここでは、＜切って、その部分をと
おく離してしまう＞というより、＜平面が分割さ
れる＞という趣旨であろう。
　＜切断＞ということばから、かんがえて、＜身
　　研究ノート：
きり、つないで、みせる
北　岡　一　道
（2013年２月１日受理）
平成24年度 第45号仁愛女子短期大学研究紀要
72
体を切断＞するというのを、字義どおり解すると、
大変な事態だ。（身体部分を＜切断＞するとは、
ふつう、その身体部分（たとえば腕）を、＜切っ
て、基幹部からはなしてしまう＞ことを意味する。
　ふつうは、＜切って、表面に溝をつけること＞
の意味でない。＜手を切る＞は、この点、両義的
では、ある。）＜切断線＞という用語は、立体、平面、
両方に適用される。
　そういった事態がおこりうるのは、戦争であ
り、犯罪であり、大事故にあたる。積極的な意味
をもつのは、手術であろうが。人間にとって（戦
闘などに訓練をうけたもの以外、）異常なほどに 
ショッキングだ。（自傷などの病態も、こころが
いたむ。）
　しかし、（これも常態ではないが、）マジック（手
品）のばあいは、身体の一部がきりとられる、と
いったことがおこる。それは、もとにもどる。き
りとられることも、ショッキングだが、もとにも
どることは、さらに不思議だ。
　ファッションでは、＜身体の切断（分割）＞が
日常的におこり、それでいて身体は自然にふるま
う。さらに、もとの全体性に、もどる。＜もどる
こと＞、つまり、＜可逆＞であること、この点、
ファッションは、ふしぎなマジックににている。
ふるい人間のこころにとって、ファッションとは
魔法そのものかもしれない。
　はじめに、＜切り取ってみせる＞ことを、例示
するのに、＜ルージュやアイシャドー＞をひいて
きた。＜入れ墨＞は、ファッションのマジックと
いういいかたからすると、それほど＜可逆＞でも
なく、微妙な例だ。
　＜ルージュやアイシャドー＞は、洗顔で、カン
タンにあとかたもなくなる。からだじゅうに、ボディ
ペインティングをしても、あらいながすだろう。
　が、＜入れ墨＞はそういうふうでなく、基本的
に恒久的なものだ。しかし、人類はふるくから、
入れ墨をファッション（やユニフォーム）として、
おこなっている。＜可逆＞であるなしも、ファッ
ションのタイプ基準になるかもしれない。
　＜象徴的切断＞という説明は＜他人の視線に
たいするファッションの誘惑力＞に着目するこ
とが、もとになっている。＜きる本人＞でなく、
＜他人の目＞というのが、基本である。
　＜きる本人＞が、その衣服をえらぶことが、お
おいだろうが、それを、全体的にみるのは、＜他
人、他者＞である。＜えらぶ＞基準や意識のなか
に、＜他者はどうみるか＞、＜どうかんじるか＞
という判断がおおきい。そういうことを、＜象徴
的切断＞ということばは、前提にしている
　＜衣服をきている本人＞は、きているとき、
＜自分の服の全体像＞はあまり、わからない。服
は、頭部にある＜目から＞、みえる範囲しかみえ
ない。まして、服のうしろ（うしろ姿）は基本的
にみえない。着衣するときも、鏡で、うしろ姿など、
たしかめながらする。（つねに鏡をもち、あるき、
窓ガラスに、のぞきこんで自分をながめる人もい
るだろうが。）
　逆に、＜切断＞の典型とされた、＜ルージュ＞
や＜アイシャドー＞は（頭部の化粧はほとんど）
基本的に＜自分からはみえない＞。それが、可能
になるのは、鏡があるときだけだ。
　これは、＜車や家具、家が、＜ファッション＞
だ＞、というばあいとだいぶ、ちがう。それらは、
人の身体から、充分にはなれ、それにかこまれた
人は、それを、ながめつつ、くらすことができる。
　この＜象徴的切断＞というモノは、＜暴力的＞
であるとのことであった。が、＜象徴的暴力＞な
ることばが、べつの議論のながれで、熟した意味
をもっている。ブリュデューの用語で、＜教育な
どが、ある価値＝象徴をおしつけること＞。
　＜さまざまな意味を力によって押しつけなが
ら、その根底にある力関係をおおいかくし、その
意味を正当なものにするような象徴作用＞と解説
されることもある。（ある人々は、＜伝統をもっ
と感謝をもってうけいれては＞、というかもしれ
ないが。）
　また、＜象徴的切断＞における、＜象徴＞とは、
大略、＜ファッションというものの、みえかた＞で
あり、＜認識＞といえなくもない。しかし、この方
面でも、＜認識論的切断＞という概念が、伝統的
に議論されており、特定の意味をになっている。
　バシュラール、とその議論をひきついだアル
チュセールにあって、＜認識論的切断＞が議論さ
れる。つまり＜＜イデオロギー＞と手を＜切り＞、
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科学的認識をえること＞がおおきな目標になる。
　ただ、＜身体表面の衣服（図柄）による分割＞が、
＜象徴的＞×＜切断＞と名づけられたのは、それ
なりの、議論構成上の戦略があるのであろう。た
とえば、＜切断＞と＜合理性＞が相通じ、これに
＜包摂＞と＜結合＞が原理的に対立する、そのこ
とに関する伝統的な議論の蓄積が存在し、参照す
ることができる。
３。＜つなぐこと＞、メディア的延長。
　うえに、２つのファッション関係の理論、とい
ういいかたで、言及した。その第２の代表は、マ
クルーハンの＜メディア理論＞の適用ということ
である。
　＜メディア＞は、現在、ごくふつうの意味では、
（１）マスコミ関係、（２）電子媒体の２つであろう。
マクルーハンの＜メディア理論＞では、１つのま
とめかたから、みると（１）マスコミ関係、と（２）
その拡大概念、といえる。
　まず、マクルーハンの時代は、印刷メディアと
しての本・新聞、電子メディア（？）としてのラ
ジオがあった。そこに、テレビが台頭してきて、
当時にあって、＜あたらしいメディア＞を、彼は
理論にとりこもうとした。中心的に言及されるの
は、＜テレビ＞であった。
　そのように＜メディア＞概念を＜拡大＞するな
かで、すべての、人工物は、人間の身体あるいは、
機能を＜拡張＞したものだ、と主張する。自転車
や自動車のような乗りものは、足の拡張だとみる。
ラジオは耳の拡張。テレビは目と耳、という具合。
　＜メディア＞ということばは、媒体（媒介物）
という訳語がしめすとおり、もとは、＜中間（に
あるもの）＞の意味をもっている。だから、それは、
（すくなくも）２つのモノのあいだにある、べき
ものだ。
　中間のこちらがわは、＜身体＞、あるいは＜じ
ぶん＞、あるいは＜発信者＞ということだろう。
そして、そこにメディアが介在する。だが、中間
物というとき、＜メディア＞のむこうはなんだろ
うか。カンタンには、＜じぶん＞や＜発信者＞の
対応語が、それにあたるだろう。
　つまり、＜他人（他者）＞や、＜受信者＞で、あたっ
ているだろう。しかし、＜身体＞などの対応語は、
＜意識＞や＜精神＞、あるいは、＜他者の身体＞、
＜対象世界＞であろうか。ここでは、それを特定
をする余裕はないが、＜メディア＞という語には、
＜メディア＞をはさんで、＜こちら＞と＜むこう
がわ＞があることを、確認しておきたい。
　あたらしい時代には、あたらしいメディア（媒
体）やテクノロジーがあらわれる。それらは、身
体の特定部分＝その機能＝その意識を拡張してい
く、と解釈する。あたらしいメディアに接した人
間が、それになんじんで、自己活動にとりこんで
いくとき、人間の機能や、意識が拡大していく。
　マクルーハンによると、電子テクノロジーによる
メディアは、人間の中枢神経の拡大に、類比される。
そのテクノロジーは＜あたらしい神経組織＞であ
り、その出現により、瞬時に全地球規模で情報伝
達がおこなわれるようになった。
　こうして、セルフイメージとしてとらえられる
意識が、拡張し、変容していく。あらたなメディ
アが、人間をかえてしまう、と解釈する。（いいふ
るされては、いるが、＜メディアはメッセージで
ある＞という主張は、その事情に対応している。）
　基本的なコミュニケーション図式における、
＜メッセージ１＞ではなく、その図式を踏襲す
るなら、あらたな＜コード（をふくむ具体的な
様態）＞が、（それも）＜メッセージ２＞だとする。
＜意識＞、＜効果＞という点では、比喩でなく、
＜メッセージ２＞とよんで、さしつかえないだ
ろう。
　さて、＜拡張＞といういいかたであるが、１つ
の主著、「メディア論、人間の拡張の諸相」（1964）
から、とられている。原語は「Understanding 
Media: the Extensions of Man 」であり、その
なかの＜拡張＞は、＜Extensions＞の訳語となっ
ている。
　＜拡張＞と訳してもいいし、＜拡大＞でもよい。
マクルーハンに接続する議論では、予想されるよ
うに、＜拡張＞が使用され、＜拡大＞の使用もみ
られる。＜拡張＞や＜拡大＞という日本語（訳語）
は、とうぜん、具体物についてもいうが、抽象的
なニュアンスがつよい。
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　が、その＜Extensions＞という語の、単純で
具体的な＜イメージ＞は、＜のばすこと、のばし
たもの＝延長＞である。その＜イメージ＞にした
がうと、それは、身体器官に付着し、＜ながくの
びたもの＞を意味する、ことになる。
　したがって、＜およそメディアとは＞、＜身体
器官に付着し、ながくのびたもの＞とイメージさ
れる。そして、すべての人工物がメディアである
なか、ファッション（ほぼ衣類）は、とうぜん、
１つのメディアである、と解釈される。付着する
身体部分、つまり、＜皮膚（など）＞などの＜拡
張＞、＜延長＞とみられる。
　ここでは、衣類は＜身体部位、皮膚の延長＞
と、かんがえるので、その＜機能＞は、基本的
に、＜きるひと＞が中心になって、かんがえられ
る。（ファッション全体では、衣類関係でも、頭
髪、つめ、においなどの＜延長＞も、ありうるが。）
＜それをみる他者、それをつつむ社会関係＞は、
（その＜延長＞概念にしたがうと、）二の次になる。
　前節で、＜象徴的切断＞といったとき、基本的
に＜他者＝みるひと＞のかんじかた、というもの
に重点をおいていたのと、ちがう。　
　また、皮膚（毛髪、つめ）などの諸機能の＜延
長＞とかんがえるため、＜みため＝視覚＞上の意
味に限定されることもない。たとえば、＜さわり
ごごち＞、＜きぬずれの音色＞といったことも、
はいってくるだろう。
　とくに＜さわりごこち＞、＜きごこち＞は、＜き
る本人＞が、きているあいだ中、かんじつづけて
いる要素だ。（それは、いわゆる＜ファッション＞
の要素ではないかも、しれないが、衣類の基本的
な機能ではある。）ところが、＜他人の視線＞は事
情がちがう。暗闇で、一時、＜人目＞がなかったり、
テーブルクロスの下になるなり、着衣が＜他者の
視線＞から、かくれることがある。
　前節でも鏡の例をだしたが、ファッションにつ
いて、＜自分の視線＞、＜他人の視線＞というこ
とが、ある。ファッションを＜視覚＞の点から問
題にすることは、ただしいことだろう。
　が、自分の衣服をはっきり、視覚で確認できる
のは、基本的に、家のなか、でかけるまえ、だけ
である。きているあいだは、自分では、全体的に
はみえないし、まして、＜他人の視点＞というの
は、自分の視点をもとにした＜想像＞でしかない。
とくに、ファッションのなかでも、顔のメークは
その典型だろう。
　衣服が＜メディア＞である（＜メディア＞の一
種である）というが、たとえば、マクルーハンに
あっては、典型的な、あたらいい＜メディア＞と
は、ラジオであり、テレビであった。
　テレビ、ラジオ、そして、それにつづく電子工
学的な機器（ただし、一般に普及したもののみを
イメージしている）は、逆にそれほど、ファッショ
ンらしくない。技術の進歩だけでなく、デザイン
や機能において、流行や、嗜好の選択もある。
　ただ、テレビを、何十台と所有し、毎日ちがう
ものを、視聴するひとは、非常にまれだとおもわ
れる。ほかの電子機器でも、だいたい、おなじこ
とだろう。（最新、骨董の電子機器のバリエーショ
ンを、つねに、おいかける趣味のひとも、いるか
もしれない。それを、他人の視線のために、毎日
のように、＜着替える＞ひともいるかもしれない。
が、それは＜非典型＞とおもわれる。関係の専門
家は、勉強のため、最新機器をつぎつぎと、かい
かえるそうだが。）
　うえでは、＜衣服（など）＞を具体的な＜延長＞
としてみた。＜衣服＞と＜皮膚＞は、身体機能の
関係にあると解された。比喩的に（？）その交換
関係を逆にみて、＜ファッションこそ＜第１の衣
服＞＞であり、そうなると、＜人間の皮膚は、＜
第２の衣服＞＞である、と表現される。ファッショ
ンは、＜ウエラブル（な）メディア＞として、身
体部位を延長し、そのメディア自体を自己拡張し
つづけている。
４。ゴスロリのばあい。
　ファッション・ジャンルに＜ゴスロリ（ゴシッ
ク・ロリータ）＞とよばれる ものがある。以下概
観をおこないながら、＜切断＞と＜延長＞に関係
するところを指摘しよう。＜ゴスロリ＞はその名
前どおり、＜ゴシック＞と＜ロリータ＞の折衷様
式のようにみえる。杉本ジェシカ氏によると、＜
ゴスロリ（ファッション）＞は日本ではじまったも
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の、という。
　いくつかの風説があり、その１つは、フランス
の田舎娘のファッション（をイメージしたもの？）
にもとづく、という。＜フランスの田舎のご出
身＞［ご本人のことば］の杉本氏は、そんな格好
はみたこともないし、したこともない。
　フランスでは、日本のものと（たいていのひと
が）おもっているし、おそらく、それが事実だろ
う、ということだ。（その認識は、海外でふつう。）
もとは、マンガ、アニメだろうというのが、フラ
ンスで一般的な理解だ。
　氏によると、とくに「ローゼンメイデン」など
のマンガ作品が、それだろう、という。日本のア
ニメやマンガをとおして、＜ひろく海外に浸透し
た、日本の＜少女文化＞＞と形容される。出所に
ついて＜マンガ・メディア＞が、関与し、その広
まりとともに、ゴスロリは（メディアの力をかり
て）拡大している。
　実際、フランス（あるいはフランス語）のＨＰ
でも、日本から輸入されたファッションとして広
告をだしている。
　＜１＞ Capsule Tokyo la Boutique Sweet & 
Gothique lolita
De la Gothique Lolita au style Candy en 
passant par les fripes les plus excentriques. 
Capsule Tokyo, c'est un concentré de toutes 
les tendances vestimentaires japonaises aux 
prix les plus attractifs.（www.capsuletokyo.
com/mise/index.php?option...）
　カプセル・トーキョー、ブティック・スイート・
ゴスロリ。
ゴスロリから、かわった衣装、キャンディスタイ
ルまで。カプセル・トーキョーは、魅力のお値段
で、日本のファッションの、あらゆるジャンルを
とり揃えてございます。（私訳）
　また、＜ゴスロリ・ジャンル＞だけで、雑誌や、
各国語のＨＰがでている。海外のサイトでもその
中心地、竹下通りをとりあげている。日本では、
専門学校において、専門コースでゴスロリ（ゴス
ロリ・コース）をあうかうものがあり、ロリータ
ファッションの専攻コースもできている。学校と
いう制度（１つのメディア）が、伝承にかかわり、
有形、無形の機構ができつつある、といえる。
　このファッション・ジャンルは、東京の＜竹下
通り＞とむすびついて、（現在は？）成立している。
＜竹下通り＞は、ＪＲ＜原宿駅竹下口＞から、交
差点、そして通りにはいる。ファッションは、＜
ひとの視線＞の中で成立する。＜切断＞がさらさ
れる＜視線＞が、１つのファッション・ストリー
トをなす。
　ここは、原宿の中心の１つで、渋谷とならんで、
ファッションの町となっている。ゴスロリをあつか
う店が立ち並ぶ。専門店、品ぞろえの一部とする
店、オリジナル店、劇安ショップなど。ゴスロリ
は、衣服以外の関連アイテム、アクセサリーもあり、
それらをそろえて、提供する店もおおい。（むかし
はやったタレントショップはほぼ、消滅したが。）
　しかし、そこでないとゴスロリが手にはいらな
いわけでなく、ほかの地域の店あるいは、ゴスロ
リの通信販売の企業もある。うえにのべた、劇安
など、販売、製造に異種のルートが、できている
ことが、わかる。
　ゴスロリの愛好家は、とうぜん、まず、わかい
女性だが、ＨＰによると、４０代の女性もおられ
る、とする。杉本氏によると（世界のファンには）
５０－６０代のひとも、おられる。さらに、男性
のファン（コスプレ）もいる、という。
　これは、いわば、１つの文化に参加するような
もので、女性、男性の性差も本来関係がない、と
みるべきだ、という。男性の参加は、ゲイが批判
される地域、法律で禁止される国では、反発は
つよい。＜視線＞のむこうには、＜つよい価値判
断＞があり、＜ファッション的な判断＝魅力的＞
をこえ、その＜切断＞形態を排除しようとする
＜力＞もはたらきうる。
　あとで、のべるように、＜ゴスロリ＞は体型を
かくし、また体型を問題にしないので、男性など
の自由な参加が可能だ。ただ、ゴシックファッショ
ンを男性、女性がきるとは、それぞれ男性用、女
性用の着衣があることを意味する（ふつうは）。が、
＜ゴスロリ＞のばあいは、男性が、＜女性用の（女
性的な？）＞は衣装をコスプレすることになる。
　この＜竹下通り＞は、＜ゴスロリ＞だけが、有
名なわけではない。ファッションの通りであり、
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さまざまなファッションをするひとたちがいる。
ストリートファッションとよばれるタイプと、き
かざるタイプが、この街らしい個性となっている。
後者のタイプの代表であり、竹下通りの名物（？）
のようになりつつあるのが、＜ゴスロリ＞なので
ある。
　そして、ブティックがたちならび、そこに衣服
をかう人々が、あつまる。ファッションをかうひ
と、うるひとがいる。ファッションの（取引の）
聖地であると同時に、観光地であり、修学旅行生、
一般観光客もおおい。そして、そのなかに、外国
人観光客（＜ゴスロリ＞のファン？）もまじる。
こうして、通りは、おおくの人でにぎわう。
　あつまるひとのなかには、マスコミ関係もつね
に混じっていて、通りをいく人々に取材する。海
外からの取材も（日本国内の駐在記者）ふくめ
まれでない。つまり＜ふるい意味での＜メディ
ア＞＞が、常時、注目する地域となっている。だ
から、そこでは、外人記者が、外人観光客を取材
することもおこる。
　＜２＞Si tu es fan du Japon [comme moi], 
si tu aimes l'excentricité des nippons, si ton 
rêve est d'aller au pays du soleil levant : Ce 
blog est pour toi -　（goth-lolita-doll.skyrock.
com/）
　きみが、（僕みたく）日本のファンなら、日本
人のかわってるとこすきなら、夢は＜日いづる国
＞にいくことというなら、このブログは、きみに
うってつけ。（私訳）
　ここでの＜メディア＞の交差は、多層的だ。観
光であり、ファッションであり、異文化であり、
旧知のメディアなどである。しかも、それらのひ
とが、目的とともに、＜切断＞をみつめる、さま
ざまな＜視線＞をたずさえている。
　＜ゴスロリ＞衣装で、ここに、あるきにきたひ
ともおおい。全国からやってくる、という。また、
ここの店で＜ゴスロリ＞をコーデしてもらって、
町中へくりだすひともいる。
　さて、＜ゴスロリ＞じたいの特徴であるが、あ
ついメークと、服をしっかりきこむ。そのため、
（現代の服装としては）着衣に時間がかかる。が、
＜キモノ＞とちがい、ごくふつうに、１人できら
れる。＜メーク＞と＜服＞、＜切断＞の中心部分
であるが、様相の分析は、他の研究にゆずる。
　このため、不自由な＜ファッション＞とみられ
がちだ。が、杉本氏による、たいへん興味ぶかい
指摘がある。＜ファッション＞には、ふつう、お
おくの抵抗がある、という。
　たとえば、白いハダにするため、陽ざしをうけ
ない。足、腕をだして、みせるため、脱毛する。
美容整形をする。服にあわせてダイエットする。
などなどである。
　ところが、＜ゴスロリ＞のばあい、化粧はしっ
かりするので、もとのハダの色は（あまり？）関
係ない。日焼け予防は不要。腕もそのままでは（あ
まり）ださず、足は原則、タイツなので、脱毛し
なくてよい。
　衣服はごっそり着こむので、体型は気にしなく
てよい。原則、ダイエットは不要だ、という。（体
型について、とくに拘束的なのは＜歴史的なコル
セット＞だろう。）さらに、＜人形のようにおと
なしい＞のがポイントなので、ミスユニバースば
りに、スピーチやコメントの勉強はいらない。
　これを、総じて、杉本氏は、＜ゴスロリ＞は、
不自然なファッションとみられがちだが、実はそ
うでなく、体の要求にむりのないという意味で、
自然なファッションだ、とされる。衣服にあせて、
ダイエット、他人の視線を気にして脱毛など、た
しかに、たいへんな努力ではある。（もうしわけ
ないが、論者にはわかりません。）
　＜身体への拘束＞をみていくと、＜切断＞は、
ほぼ＜衣服＞、＜メーク＞にもとづいたが概念で
あることが、わかる。ここで、＜拘束（言葉どお
りり）＞や＜切断（比ゆ）＞をふくむ、＜身体の加
工？＞のような概念領域に逢着する。　
　ＢＢＣは日本のファッションを（その代表は＜
ゴスロリ＞）とりあげて、＜日本人は究極のファッ
ションの犠牲者＞という番組をくんだ。しかし、
杉本氏のおっしゃる＜自然さ＞を基準にすると、
衣服が（あるいは、ファッションが）、人間の姿
を拘束する文化が彼地には、前提的にあることに
なる。
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北岡一道　　きり、つないで、みせる
６。＜付記＞。
　日本の＜キモノ＞の伝統に関する情報をいた
だいた、仁愛女子短期大学講師、前田博子先生；
＜ゴスロリ＞に関する所説を、ご回答として敷衍
説明していただいた、京都精華大学研究員、杉本
ジェシカ先生；＜象徴的切断＞の概念について、
論者の素朴な質問におこたえいただいた、大谷大
学教授（大阪大学名誉教授）、鷲田清一先生に、
お礼もうしあげます。
＜終了＞
５。むすび。
　ここでは、第１に、＜象徴的切断＞では、＜圧
倒的な他者の視線＞が前提になっていること。
　第２に、＜メディア的拡張（延長）＞では、皮
膚の延長といいながら、交換関係から、＜第２の
衣服＞、＜第１の衣服＞という項対立の事態がお
こっていること。
　第３に、副産物的だが、＜切断＞や＜延長＞を
こえる＜加工＞の事態が存在し、それが、より本
質ではないか、ということ。
　以上の３点を指摘しておく。ファッションは、
たしかに、細部にやどるものではあるが。
